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ま
ち
な
み
保
存
地
区
先
進
地
視
察
研

修
に
参
加
し
て 

塚
本 

由
雄 

篠
山
市
へ
の
町
並
み
保
存
地
区

先
進
地
視
察
研
修
が
二
月
二
十
四

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

「
篠
山
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
」
は
篠
山
城
跡

の
周
辺
に
旧
武
家
町
・
旧

商
家
町
の
町
割
を
残
し
て

お
り
、
城
下
町
と
し
て
歴

史
的
風
致
を
今
日
に
伝
え
、

価
値
が
高
い
と
評
価
さ
れ

て
、
平
成
一
九
年
二
月
に

「
美
し
い
日
本
の
歴
史
的

風
土
一
〇
〇
選
」
に
選
ば

れ
て
い
ま
す
。 

当
日
は
悪
天
候
の
た
め

地
区
内
の
視
察
研
修
・
自
由
散
策

が
十
分
に
で
き
ず
残
念
で
し
た
が
、

気
候
の
良
い
季
節
に
も
う
一
度
訪

れ
、旧
武
家
屋
敷
町･

町
屋
風
旧
商

家
町
等
、
城
下
町
と
し
て
の
風
情

を
残
す
町
並
み
を
散
策
し
、
今
回

昼
食
に
頂
い
た
美
味
し
い
山
菜
郷

土
料
理
を
ま
た
食
べ
た
い
と
思
い

ま
す
。 

先
進
地
視
察
研
修
に
初
め
て
参
加

し
た
私
に
は
「
篠
山
ま
ち
な
み
保

存
会
」
の
方
々
の
郷
土
愛
溢
れ
る

話
し
振
り
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ア
で

あ
り
な
が
ら
熱
意
あ
る
活
動
振
り

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

「
金
堂
ま
ち
な
み
保
存
会
」
も
平

成
七
年
発
会
以
来
今
日
ま
で
、
西

村
会
長
は
じ
め
会
員
の
皆
様
が
先

人
か
ら
受
け
継
い
だ
熱
意
と
努
力

で
ま
ち
な
み
保
存
に
邁
進
し
て
来

ら
れ
ま
し
た
。
深
く
敬
意
を
表
す

と
と
も
に
、
会
員
皆
様
の
益
々
の

ご
活
躍
と
保
存
会
の
ご
発
展
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
じ
や
の
里
の
保
存
活
動 

亀
山 

芳
香 

日
ご
と
に
寒
さ
も
ゆ
る
み
、
よ

う
や
く
春
め
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

金
堂
の
み
な
さ
ま
に
は
、
い
つ
も

あ
た
た
か
く
お
迎
え
い
た
だ
い
て
、

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

先
日
、
東
近
江
市
佐
野
町
に
あ

る「
か
じ
や
の
里
の
新
兵
衛
さ
ん
」

を
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
初
代
能
登
川
町
長

の
田
附
新
兵
衛
氏
邸
を
、
旧
能
登

川
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
買
い
上

げ
て
改
修
し
、
平
成
一
七
年
に
開

設
さ
れ
た
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
で
す
。 

年
を
と
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
町
で

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
地
域
介
護
の

新
た
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。 

主
屋
の
南
面
に
は
一
五
〇
坪
の

見
事
な
庭
園
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
の
あ
る

雰
囲
気
で
、
聞
け
ば
花
文
造
園
さ

ん
の
先
先
々
代
の
作
庭
で
し
た
。

掘
り
が
深
く
大
き
な
石
を
配
し
た

高
低
差
に
富
む
庭
園
は
、
旧
中
江

邸
の
庭
と
よ
く
似
て
い
ま
し
た
。

立
ち
上
げ
た
当
初
は
、
庭
園
を
ど

う
守
る
の
か
が
大
き
な
課

題
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア

大
学
で
剪
定
技
術
を
学
ん

だ
卒
業
生
や
、
地
元
住
民

の
有
志
を
中
心
に
「
新
兵

衛
さ
ん
を
守
る
会
」
が
発

足
し
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
庭
園
の
管
理
や
清

掃
を
続
け
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
庭
園
を
登
録
記
念

物
（
名
勝
地
関
係
）
の
候

補
物
件
と
し
て
申
請
し
、
現
在
滋

賀
県
が
調
査
中
だ
そ
う
で
す
。 

金
堂
ま
ち
な
み
保
存
会
で
も
、

旧
中
江
邸
の
庭
の
手
入
れ
を
し
て

い
ま
す
。ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
庭
も
、

金
堂
の
町
な
み
の
魅
力
の
一
つ
で

す
。
そ
し
て
、
東
近
江
市
内
に
は

ま
だ
ま
だ
鈍
穴(

ど
ん
け
つ)

の
流

れ
を
く
む
庭
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

鈍
穴
流
の
庭
を
継
承
し
て
い
く
た

め
、
そ
う
し
た
特
徴
的
な
庭
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
こ
と
で
、
さ

ら
に
金
堂
の
町
な
み
の
魅
力
に
磨

き
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

 

会員さんこんにちは 
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篠山市への 

視察研修を終えて 

 

 

金堂の歴史 

再発見 

二
月
二
十
四
日
、
未
明
か
ら
雪

が
舞
い
降
り
る
荒
れ
た
天
候
の
中
、

平
成
十
九
年
度
の
先
進
地
視
察
が

篠
山
市
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

篠
山
は
古
く
か
ら
京
都
と
山

陰･

山
陽
を
結
ぶ
要
衝
の
地
で
あ

り
、
江
戸
時
代
に
は
幕
府
に
よ
り

大
阪
城
の
豊
臣
氏
と
西
日
本
の
諸

大
名
を
分
断
す
る
軍
事
上
重
要
な

位
置
づ
け
が
な
さ
れ
、
丹
波
篠
山

藩
六
万
石
の
中
心
地
と
し
て
栄
え

て
き
ま
し
た
。 

 

城
下
町
を
貫
く
よ
う
に
京
街
道

(

近
世
の
山
陽
道)

が
引
き
込
ま
れ
、

街
道
沿
い
に
商
家
が
配
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
他
の
保
存
地
区

と
異
な
り
、
国
指
定
史
跡
篠
山
城

跡
、
そ
の
周
辺
に
町
割
さ
れ
た
旧

武
家
町
、
旧
商
家
町
と
い
う
対
照

的
な
二
つ
の
趣
が
あ
り
ま
す
。 

 

保
存
会
の
活
動
内
容
を
伺
う
と
、

地
区
内
の
六
つ
の
自
治
区
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
二
名
、
計
十
二
名
の

役
員
が
選
出
さ
れ
、
毎
月
必

ず
定
例
の
役
員
会
を
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
役
員
会
で
は

補
助
事
業
実
施
物
件
の
選
考

に
始
ま
り
、
現
状
変
更
行
為

に
関
す
る
協
議
、
ま
ち
の
活

性
化
に
関
す
る
検
討
な
ど
、

数
々
の
協
議
が
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

各
自
治
会
か
ら
申
請
さ
れ

た
保
存
対
象
物
件
に
つ
い
て
優
先

順
位
を
つ
け
、
順
に
補
修
を
行
っ

て
お
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
保
存
事

業
を
始
め
て
か
ら
地
区
内
で
荒
廃

し
た
お
宅
は
一
軒
も
無
い
と
の
事

で
し
た
。
ま
た
、
現
篠
山
市
長
は

保
存
活
動
に
協
力
的
で
、
厳
し
い

財
政
の
中
、
一
定
の
予
算
を
確
保

し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
と

お
聞
き
し
ま
し
た
。 

 

研
修
に
参
加
し
て
、
行
政
任
せ

で
は
無
く
、
自
分
達
で
保
存
活
動

を
活
発
化
さ
せ
て
底
辺
か
ら
動
か

し
、
住
み
よ
い
金
堂
地
区
に
な
る

よ
う
に
今
後
も
活
動
し
て
い
き
た

い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。 

( 

城 

誠
人 ) 

大
和
郡
山
藩
金
堂
陣
屋 

 

金
堂
集
落
の
ほ
ぼ
中
央
、
旧
外

村
繁
家
の
西
側
に
あ
る
稲
荷
神
社

の
周
辺
一
帯
に
は
、
江
戸
時
代
に

大
和
郡
山
藩
の
金
堂
陣
屋
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

大
和
郡
山
藩
は
、貞
享
二
年(

一

六
八
五
年)

に
下
野
国(

現
栃
木

県)

か
ら
本
多
忠
平
が
転
封
さ
れ

十
二
万
石
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
近
江
国
内
の
領
地
は
、

神
崎･

蒲
生･

浅
井
郡
の
五
十
一
か

村
、
四
万
石
で
す
。 

五
個
荘
地
区
で
は
金
堂･

石
馬
寺･

川
並･

北
の
庄(

宮
荘)

･

五
位
田･

和
田･

清
水
鼻
の
七
か
村
が
含
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
郡
山
藩
は
こ
の

飛
び
地
の
支
配
の
た
め
、
元
禄
六

年(

一
六
九
二
年)

金
堂
に
陣
屋
を

置
き
ま
し
た
。  

 

陣
屋
に
は
代
官
一
名
、
手
代
二

名
、
書
役
一
名
程
の
役
人
が
駐
在

し
、
徴
税
や
農
業
振
興･

治
安
維

持･

訴
訟
対
応
等
に
当
た
り
ま
し

た
。『
近
江
神
崎
郡
志
稿
』
に
掲
載

さ
れ
た
陣
屋
の
図
面
に
は
、
あ
き

ん
ど
通
り
に
面
し
て
西
側
に
長
屋

門
、
屋
敷
南
側
に
役
所
を
兼
ね
た

代
官
役
宅
、
北
側
に
役
宅
三
棟
、

東
側
に
稲
荷
神
社
と
牢
屋
な
ど
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
和
郡
山
藩
主
は
、
享
保
九
年

(

一
七
二
四
年)

に
柳
沢
家
に
代
わ

り
ま
し
た
が
、
陣
屋
は
引
き
継
が

れ
ま
し
た
。
明
治
維
新
の
廃
藩
置

県
に
よ
り
明
治
五
年(

一
八
七
二

年)

に
陣
屋
は
廃
止
、建
物
は
取
り

壊
さ
れ
ま
し
た
が
、
長
屋
門
は
西

隣
の
勝
徳
寺
に
移
さ
れ
、
門
の
一

つ
は
五
個
荘
中
町
の
齢
仙
寺
に
移

築
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 ( 

林 

純 ) 


